
審査区分 評価項目 評価の視点 審査主体 配点

業務実績
・類似業務の実績が豊富であるか。

・業務を遂行するために必要な専門知識を有しているか。
5

見積書

・見積金額が最も低い事業者を５点とし、以下、順に４点、３点、２点、１点とする。【順位点】

・ただし、最も低い見積金額を基準とし、１０万円上回る毎に、順位点から１点を減点する。

  ＜得点例＞

　   Ａ事業者の見積金額 ５６０万円　　Ｂ事業者の見積金額 ５７５万円　　Ｃ事業者の見積金額 ５８０万円

　   【順位点】A事業者・・・５点　B事業者・・・４点　C事業者・・・３点

　　　　　  ※最も低い見積金額が５６０万円に対し、B事業者は１５万円、C事業者は２０万円上回っているため、

　　　　　      B事業者は順位点４点から１点減点の３点、C事業者は順位点３点から２点減点の１点となる。

5

提案内容 ・業務目的、条件、仕様の内容等を十分に理解した提案となっているか。 10

審査基準

参加資格 ・実施要領「２．参加資格」に掲げる要件を全て満たしているか。

企画提案書 ・仕様書の内容を満たしているか。 10

事務局審査 事務局

ポスターデザイン

運営全般

安全管理

選定委員会による審査

（プレゼンテーション）

合　　　　　計

・本業務を遂行するために必要な専門知識を有しているか。

・本業務を円滑に遂行するための体制が整えられ、方策が示されているか。

・スケジュール管理は適切か。

20

選定委員会
10

100

独自性

・適切な安全管理の方策が示されているか。

・緊急時の連絡体制は整えられているか。

・広報効果が期待できる魅力的なデザインであるか。

・名称、日程表記などが、見やすく分かりやすいデザイン構成となっているか。
20

・自社の強みを生かした特色ある提案がなされているか。

・イベントの賑わい創出につながる提案であるか。
20

その他 ◎市内業者の優遇措置

・市内業者と市外業者が競合する場合は、市内業者に5点を加算する。

・市内・市外業者が構成する共同企業体が申請したときは、共同企業体協定書に示された出資割合で按分

して加点する。


